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東京都江東区木場1丁目5番65号 

ホームページ：https://www.resona-am.co.jp/ 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞ 

フリーダイヤル：0120-223351 

（委託会社の営業日の午前９時～午後５時） 
 
お客さまのお取引内容につきましては、購入された販売会社に

お問い合わせください。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。 
「グローバル株式厳選ファンド」は、2026年８月20日に第３期の決算を行いましたので、期中の運用状
況ならびに決算のご報告を申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2023年８月16日から無期限です。 

運 用 方 針 
日本を含む先進国および新興国の株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の積極的な成長を図ることを目指して

運用を行います。 

主要投資対象 
グローバル株式厳選ファンド ・ＲＭグローバル厳選株式マザーファンドの受益証券 

ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド ・国内および海外の金融商品取引市場に上場されている株式 

主な投資制限 

グローバル株式厳選ファンド 
・株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド 
・株式への投資割合には、制限を設けません。 

・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等を分配対象額とし、原則として基準価額の

水準、市況動向等を勘案して分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行わないことがあ

ります。 

 

グローバル株式厳選ファンド 
愛称：セカイノヒカリ 

第３期（決算日 2026年８月20日）
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グローバル株式厳選ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ＭＳＣＩ オール・カントリー・ 
ワ ー ル ド ・ イ ン デ ッ ク ス 
（配当込み、円換算ベース） 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2023年８月16日 10,000 － － 223,435.10 － － 1 

１期(2024年８月20日) 12,405 0 24.1 278,884.59 24.8 98.8 16 

２期(2025年８月20日) 13,313 0 7.3 329,366.40 18.1 98.7 19 

３期(2026年８月20日) 15,380 0 15.5 434,700.34 32.0 87.7 22 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額（元本＝10,000円）です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） ＭＳＣＩ オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、ＭＳＣＩ オール・カントリー・ワールド・

インデックス（配当込み、米ドルベース）をもとに、委託会社が円換算して計算したものです。ＭＳＣＩ オール・カントリー・ワー

ルド・インデックス（配当込み、米ドルベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を含む世界の株式を対象として算出した指数で、配当

を考慮したものであり、指数に関する著作権、知的財産権その他の権利はMSCI Inc.に帰属します。 
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グローバル株式厳選ファンド 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

ＭＳＣＩ オール・カントリー・ 
ワ ー ル ド ・ イ ン デ ッ ク ス 
（配当込み、円換算ベース） 

株   式 
組 入 比 率 

 騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2025年８月20日 13,313 － 329,366.40 － 98.7 

８月末 13,157 △ 1.2 330,608.35 0.4 98.8 

９月末 13,545 1.7 344,059.89 4.5 98.6 

10月末 14,320 7.6 365,357.23 10.9 98.7 

11月末 14,155 6.3 370,171.20 12.4 98.7 

12月末 14,356 7.8 377,851.92 14.7 98.6 

2026年１月末 13,960 4.9 381,832.96 15.9 98.7 

２月末 14,233 6.9 390,955.02 18.7 98.7 

３月末 12,974 △ 2.5 364,794.84 10.8 98.2 

４月末 13,964 4.9 407,279.45 23.7 98.5 

５月末 14,406 8.2 427,358.38 29.8 98.6 

６月末 14,764 10.9 431,088.94 30.9 96.7 

７月末 14,603 9.7 425,161.94 29.1 95.5 

(期  末)      

2026年８月20日 15,380 15.5 434,700.34 32.0 87.7 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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グローバル株式厳選ファンド 

○運用経過 (2025年８月21日～2026年８月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびＭＳＣＩ オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、期首（2025年

８月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ＭＳＣＩ オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は当ファンドの参考指数です。 

（注） ＭＳＣＩ オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、円換算ベース）は、ＭＳＣＩ オール・カントリー・ワールド・

インデックス（配当込み、米ドルベース）をもとに、委託会社が円換算して計算したものです。ＭＳＣＩ オール・カントリー・ワー

ルド・インデックス（配当込み、米ドルベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を含む世界の株式を対象として算出した指数で、配当

を考慮したものであり、指数に関する著作権、知的財産権その他の権利はMSCI Inc.に帰属します。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

AI関連投資の拡大を背景とした良好な企業業績や、想定を上回る底堅いグローバル景気を受けて株式市場

が上昇したことから、基準価額は上昇しました。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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グローバル株式厳選ファンド 

 

グローバル株式市況 

グローバル株式市場は、前期末と比較して上昇しました。期初は、底堅い企業決算を受けて投資家心理が改

善したことから堅調に推移しました。期中は、中東情勢の悪化に伴う原油高からインフレ再燃や景気鈍化懸念

が強まったことで下落する局面がありましたが、その後はAIや半導体関連株への成長期待や中東情勢の緩和

期待などから再び上昇しました。期末は、米国のインフレ高止まりやAI関連株の過熱感から上値が重い局面も

ありましたが、幅広い業種での好決算が追い風となり上昇しました。 

 

為替市況 

前期末と比較して、円は米ドル、ユーロの双方に対して円安となりました。 

米ドルに対して、期初は、積極財政・金融緩和志向の高市政権の発足を受け、円安米ドル高が進行しました。

期中は、日米金融当局によるレートチェック観測や日本当局による為替介入の動きなどで一時円高となる局

面もありましたが、日米金利差の拡大観測や日本の財政悪化懸念を背景に、再び円安が進行しました。期末は、

日米当局による円買いの協調介入を受け、円は下落幅を縮小しました。 

ユーロに対して、期前半は、高市政権の財政拡張的政策から円が売られたことで、円安ユーロ高が進行しま

した。期後半は、インフレ圧力への対応として実施されたECB（欧州中央銀行）の利上げが、ユーロ高を支え

ました。期末は、日米当局による協調介入により、一時円高ユーロ安となったものの、ECBの追加利上げ観測

が強まり、再び円安ユーロ高方向に戻しました。 

新興国通貨について、米ドル安基調や投資資金の新興国シフトを背景に、中東危機による悪影響が懸念され

た一部アジア通貨を除き、中国元をはじめとする多くの新興国通貨は対米ドルで上昇しました。 

 

 

当ファンド 

ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド受益証券を高位に組み入れて運用を行いました。 

なお、実質組入外貨建資産については、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行っておりません。 

 

ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド 

国内および海外の金融商品取引市場に上場されている株式を主要投資対象とし、経営戦略とその実行力に

主眼を置いた調査・分析を行い、グローバルなビジネス市場において持続的な競争優位性を持つと期待できる

銘柄を厳選して投資を行いました。 

また、生成AIの急速な普及やグローバリズムの変容など、社会の構造変化が急速に進む中、それらの変化を

ポートフォリオに反映すべく銘柄入替を行い、パフォーマンスの向上に努めました。 

当期のファンドの基準価額に影響を与えた主な保有銘柄は以下のとおりです。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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グローバル株式厳選ファンド 

＜プラス要因＞ 

■ キング・スライド・ワークス（台湾） 

サーバー向けレールキットの世界大手企業です。技術力とコスト競争力に優位性を持ち、特にサーバーを手

前に引き出す際のスムーズさや安定性は、重量のあるAIサーバーの需要が拡大する中で高い市場シェアを占

める要因となっています。また、キッチン向けレールキットにおいても技術力を活かした高付加価値製品を展

開しています。当期においては、AIサーバー向けレールキットの月次売上が連続して過去最高を更新し、AIイ

ンフラ関連部品の有力企業として評価が高まったことから、株価は上昇しました。 

 

■ モノリシック・パワー・システムズ（米国） 

デジタル技術を応用したアナログ半導体の設計・開発を行う企業です。デジタル技術を活用してアナログ回

路を形成するという独自のコンセプトを基に、大幅なコスト削減や製造・管理の効率化を実現しました。その

結果、家電向け製品からデータセンターや車載向け製品といった付加価値の高い領域へと、製品提供の場を広

げています。顧客企業が求める性能や仕様に対して柔軟かつ迅速に試作品を提供する体制を整えており、早期

の製品投入を支援する能力が評価されています。当期はAIサーバー向け製品の売上が伸長したことが好感さ

れ、株価が上昇しました。 

 

＜マイナス要因＞ 

■ ペプチドリーム（日本） 

次世代の創薬化合物として期待される特殊ペプチドの合成技術を強みとし、創薬関連ビジネスを展開して

います。同社は特殊ペプチド製造に関する豊富な知的財産と高度な技術基盤を有し、多くの世界的な製薬企業

との提携を通じて事業を拡大しています。当期は保守的な業績見通しが嫌気され、株価は軟調に推移しまし

た。しかし、パイプライン（開発中の新薬候補化合物）は順調に拡大しており、中長期的な成長期待に大きな

変化はないと判断しています。当ファンドでは、将来的な企業価値向上を見込み、保有を継続しています。 

 

■ ガートナー（米国） 

IT分野における調査・アドバイザリー事業を中核とする世界有数のリサーチ企業です。多数の調査アナリス

トを擁し、中立的な立場からITベンダーを評価するリサーチサービスに強みを有しています。近年では、財務

や人事部門などに対してもリサーチサービスを提供し、事業領域を拡大しています。当期は、景気減速を背景

とした顧客企業の支出抑制に加え、生成AIの進展が事業環境に与える影響への懸念から、株価は下落しまし

た。当ファンドでは、こうした環境変化を踏まえ、同社株を一旦売却しました。 
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グローバル株式厳選ファンド 

 

当ファンドはベンチマークを設けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率の対比です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期の収益分配金につきましては、基準価額の水準、市況動向等を勘案した上で、分配を見送りとさせてい

ただきました。収益分配にあてなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方

針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第３期 

2025年８月21日～ 
2026年８月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,379   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 
  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 
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グローバル株式厳選ファンド 

○今後の運用方針 

当ファンド 

引き続き、ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド受益証券を高位に組み入れて運用を行う方針です。な

お、原則として、実質組入外貨建資産については、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行いません。 

 

ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド 

引き続き、国内および海外の金融商品取引市場に上場されている株式を主要投資対象とし、経営戦略とその

実行力に主眼を置いた調査・分析を行い、グローバルなビジネス市場において持続的な競争優位性を持つと期

待できる銘柄を厳選して投資を行います。 

AI関連投資の拡大や、AIの普及による生産性向上を背景とした企業業績の成長期待を受けて、グローバル株

式市場は引き続き底堅く推移することが期待されます。一方で、中東情勢の先行きには依然として不透明感が

残るほか、AI・半導体関連銘柄に対する過度な期待を見直す動きもみられており、当面はボラティリティ（価

格変動性）の高い相場展開が続くと予想されます。 

 

このような環境下においても、短期的な市場動向に左右されることなく、独自の競争力評価フレームワーク

を活用し、グローバル市場において持続的な競争優位性を有する企業の発掘に努めてまいります。また、中東

をはじめとする地政学リスクの動向やトランプ政権の政策動向、それらが経済・市場環境や企業・消費者行動

に与える影響を注視しながら、企業の現在および将来の競争優位性への影響を多面的に評価してまいります。

その結果、必要と判断した場合には、機動的かつ適切にポートフォリオの見直しを実施してまいります。 
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グローバル株式厳選ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2025年８月21日～2026年８月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 232  1.650  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (113)  (0.809)  ファンドの運用・調査、基準価額の計算、開示資料作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (113)  (0.808)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 150   1.069   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (150)  (1.069)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 54   0.387   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 54)  (0.387)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.026   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  3)  (0.020)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.006)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、ファンドの運営管理にかかる費用等 

 合 計 440   3.132    

期中の平均基準価額は、14,036円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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グローバル株式厳選ファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は1.68％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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グローバル株式厳選ファンド 

○売買及び取引の状況 (2025年８月21日～2026年８月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド 611 2,027 756 2,520 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年８月21日～2026年８月20日) 

 

項 目 
当 期 

ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 179,389,583千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 66,549,460千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.69   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年８月21日～2026年８月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年８月21日～2026年８月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年８月21日～2026年８月20日) 

 
期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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グローバル株式厳選ファンド 

○組入資産の明細 (2026年８月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド 6,289 6,144 22,688 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年８月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド 22,688 99.1 

コール・ローン等、その他 207 0.9 

投資信託財産総額 22,895 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） ＲＭグローバル厳選株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,709,821千円）の投資信託財産総額（11,406,223千

円）に対する比率は58.8％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1米ドル=158.48円、1ユーロ=184.99円、

1スイスフラン=198.32円、1香港ドル=20.21円、1フィリピンペソ=2.5635円、1新台湾ドル=4.956円。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2025年８月21日～2026年８月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託残高 
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グローバル株式厳選ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年８月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 22,895,171   

 コール・ローン等 206,490   

 ＲＭグローバル厳選株式マザーファンド(評価額) 22,688,677   

 未収利息 4   

(B) 負債 175,223   

 未払解約金 2,297   

 未払信託報酬 172,336   

 その他未払費用 590   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 22,719,948   

 元本 14,772,734   

 次期繰越損益金 7,947,214   

(D) 受益権総口数 14,772,734口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,380円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は14,865,417円、期中追加設定元本額
は1,930,730円、期中一部解約元本額は2,023,413円です。 

（注） 当期末の１口当たり純資産額は1.5380円です。 
 

○損益の状況 (2025年８月21日～2026年８月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 554   

 受取利息 554   

(B) 有価証券売買損益 3,286,517   

 売買益 3,429,813   

 売買損 △  143,296   

(C) 信託報酬等 △  342,727   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,944,344   

(E) 前期繰越損益金 2,350,843   

(F) 追加信託差損益金 2,652,027   

 (配当等相当額) (  1,044,950)  

 (売買損益相当額) (  1,607,077)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,947,214   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 7,947,214   

 追加信託差損益金 2,652,027   

 (配当等相当額) (  1,046,787)  

 (売買損益相当額) (  1,605,240)  

 分配準備積立金 5,295,187   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（181,832円）、費
用控除後の有価証券等損益額（2,762,512円）、信託約款に規定
する収益調整金（2,652,027円）および分配準備積立金
（2,350,843円）より分配対象収益は7,947,214円（１万口当たり
5,379円）ですが、当期に分配した金額はありません。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

・「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」に変更するため、約款に所要の変更を行

いました。（2026年４月１日） 

 

＜当ファンドが投資対象とするＲＭグローバル厳選株式マザーファンドは以下の約款変更を行いました。＞ 

・「一般社団法人投資信託協会」を「一般社団法人資産運用業協会」に変更するため、約款に所要の変更を行

いました。（2026年４月１日） 
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